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研究分野： 医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・臨床看護 
キーワード：看護学・生活習慣・幼児・母親・健康への関心 
 
１．研究計画の概要 
 本課題は、幼児から青年にいたる小児が、
自分の健康や生活習慣に関心を寄せ、生活習
慣を整えていくことができるような段階的
なプログラムの構築の一部である。本課題で
は、幼児とその親に焦点をあて、親が自分の
健康に関心を寄せ生活習慣を整えていくこ
とを促進することにより、親自身の健康増進
を図るとともに幼児の生活習慣も改善する 
ことを目指している。具体的内容は、以下の
とおり。 
(1)子育て支援センター来所者の生活習慣・ 

母親と幼児の生活習慣・食習慣の実態、お
よび、母親が子どもの健康状態・生活習慣に
ついて気がかりにしていること、取り組んで
いること等についての実態調査。 
上記の結果に基づき、子育て支援センター
における活動内容を作成する。 

(2)子育て支援センターにおける活動の実施 
母親が、自身と幼児の健康・生活習慣への

関心を高め、生活習慣の改善に取り組めるよ
うにする目的で、「幼児を育てるお母さんの
健康教室」を行う。教室では、講習会に加え、
母親の生活習慣調査や骨密度・体脂肪・血
圧・伸長・体重、子どもの身長・体重・肥満
度を計測し、結果を伝えながら、生活習慣改
善に向けた相談を行なう。 

活動の中で、必要な情報をコンパクトに 
まとめたパンフレットを作成し、活用する。 

 (3) 活動の評価 
教室への参加状況や、参加後のアンケート

等により教室の評価を行なう。加えて、母親
への食習慣・生活習慣改善に向けた支援が、
幼児の生活習慣に与える影響を分析する。 
 

２．研究の進捗状況 
 平成 18 年度に（1）の調査を実施した。  
その結果に基づき、平成 19 年・20 年に（2）
に示した子育て支援センターでの活動を実
施し、参加状況やアンケート結果から評価を
行なった。また、活動の中で有効と考える 
内容をコンパクトにまとめたパンフレット
を作成した。平成 21 年度は、母親と子ども
双方に向けたパンフレットを活用した支援
継続する。また、母親への食習慣・生活習慣
改善に向けた支援が、母親自身と幼児の生活
習慣に与える影響を分析する。 
 
３．現在までの達成度 
 ②当初の計画通りに進展している 
（理由） 
 計画していた子育て支援センターにおけ
る調査と、それに基づく活動計画の作成、 
実施が順調に行なわれている。パンフレット
の作成を行い、活用しながら母親への支援を
実施している。また、活動の評価を実施し、
成果を発表している。母親の健康・生活習慣
への関心を高めるために実施した身体計測
データの分析は、今後の課題である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 母親と子ども双方に向けたパンフレット
を活用した支援継続する。同時に、母親の健
康・生活習慣への関心を高めるために実施し
たデータの分析、特に身体計測と生活習慣の
データ分析を進めていく。また、母親への食
習慣・生活習慣改善に向けた支援が、幼児の 
生活習慣に与える影響の分析を行なう。 

以上により、生活習慣改善にむけた取り 
組みを行ないにくい状況にある、幼児をもつ
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母親に対し、子どもと母親の両者の生活習慣
を整えるために効果的な活動について明示
する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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